
むやみに移動を開始せず、落ち着いた行動を
大規模な災害が発生すると、公共交通機関が運行を停止し、帰宅が困難になることが予想されます。
多くの人が一斉に帰宅を始めると、火災や建物からの落下物などにより負傷する恐れがあり危険
であるほか、救助・救急活動の妨げとなります。

【むやみに移動を開始しない】
○身の安全を確保し、職場や集客施設等の安全な場所に
	 とどまろう。
○災害用伝言サービスにより、家族の安否などを確かめよう。
○交通情報や被害情報などを入手しよう。

【日ごろから準備を忘れずに】
○携帯ラジオや地図を持ち歩こう。
○スニーカーや懐中電灯、手袋、飲料水や
食料などを用意しよう。
○家族などと安否確認の方法、集合場所、
帰宅経路の状況を確認しておこう。

お問い合わせは、総務課防災対策室（４階）☎（20）１５１９、Ｆ（20）１６０2へ。

災害時における物資供給に
関する協定を締結

市では、１月25日㊍、ＮＰＯ法人コメ
リ災害対策センターと「災害時における
物資供給に関する協定」を締結しました。
これは、茂原市で災害が発生した際に、
全国の物流センターにストックされてい
る石油ストーブや飲料水等の日用品、作
業用品などが供給されるものです。
本協定が、災害時における物資の確保

等に役立つものと期待しています。

市では、地震や武力攻撃などの災害時に備え、
次のとおり情報伝達訓練を行います。
この訓練は、Ｊアラートを用いた全国一斉の情

報伝達訓練で、本市においても市内の防災行政無
線から下記のとおり放送されます。ご理解・ご協
力をお願いします。
◆実施日時　３月14日㊌　11時頃
◆放送内容
≪上り４音チャイム≫
「これは、Ｊアラートのテストです。」
（３回繰り返し）
「こちらは、ぼうさいもばらです。」
≪下り４音チャイム≫

全国瞬時警報システム
（Jアラート）に関する

全国一斉情報伝達訓練を行います

災害時に備えて
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